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⑤ 受講に係る旅費 

受講に係る旅費は、年度当初、教育事務所に配当替の１０款１項５目より支給す 

る。（県教育センター別枠予算差引の支出） 

  ⑥ 詳細について 

    携行品等、詳細については５月末に通知する「日程要項」で確認すること。 
 

（２） 教育事務所における研修 （年間１日） 

① 研修の期間は、６月から翌年１月までを原則とする。 

② 研修の会場、日程等詳細については、各教育事務所長が別途通知する。 

 

（３） 所属校における研修 （年間２日） 

研修の期日は、６月から翌年１月までを原則とし、以下の①、②の研修をそれぞれ

１日実施する。 

① 授業研修 

各教科、特別の教科 道徳、外国語活動（小学校）、総合的な学習の時間、特別

活動等の中から、研修者の課題に基づく内容を選択し、授業研究等の研修を行う。 

② 課題研修 

生徒指導、学級経営、教育相談等から、研修者の課題に基づく内容を選択し、講

義・演習等の研修を行う。 

 

７ 提出書類 

 校長は、研修対象に関わる名簿、実施報告書を提出するものとする。 

（提出先は次のとおり） 

 市町村立小学校・中学校・義務教育学校・・・・・・当該市町村教育委員会教育長 

 県立中学校・・・・・・・・・・・・・・・・・・・県教育センター所長 

  ※ 書類は、電子データで提出すること。紙媒体で提出する場合は、当該市町村 

教育委員会の指示による。 

 

提出書類 様式 提出先 提出期限 

研修対象に

関わる名簿 

様式１－１ 

様式４（県立は５） 当該市町村教育委員会教育長 

又は 

県教育センター所長 

令和５年２月２４日（金） 

実施報告書 
様式３－１ 

様式８（県立は９） 
令和６年２月 １日（木） 

※ 各書類の作成に当たっては、山形県教育センターの Web ページにある様式を

活用すること。 
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令和５年度山形県特別支援学校教職５年経験者研修の概要 

 

１ 目 的 

  教職経験５年を経過した公立学校教員を対象として、教員として必要な使命感と教

育観の深化を図るとともに、専門的な知識と技能を高め、教員としての資質と実践的指

導力の向上を図る。 

 

２  主  催     

山形県教育委員会 

 

３  対象者 

（１） 令和５年４月１日現在、県内又は県外の国・公立及び私立学校（中等教育学    

校、幼稚園を含む。）において、教諭としての在職期間が５年（臨時的及び期限    

付任用期間を除く。）を経過した者で、山形県公立特別支援学校の教諭とする。 

（助教諭を含む。ただし養護教諭・栄養教諭は除く。） 

（２） 令和４年度までの研修対象者で、事情により本研修を実施しなかった者とする。 

（助教諭を含む。ただし養護教諭・栄養教諭は除く。） 

 

４  研修の内容・日数等 

研 修 区 分 日数 研  修  内  容 

校

外

研

修
 

県教育セン

ターにおけ

る研修 

全体研修Ⅰ
 

１日 

 本研修に関するオリエンテーション。 

 教育への使命感と教育理念についての研修。 

 教科及び領域、教育課題等について、教員とし

ての専門的な知識や技能の向上を図る研修。 

全体研修Ⅱ
 

１日
  授業づくりについての理解を深め、実践的指

導力の向上を図る研修。 

校

内

研

修 

所属校にお

ける研修 

授業研修
 

１日
 

  各教科、特別の教科 道徳、特別活動、外国語

活動、総合的な学習の時間、自立活動等につい

て、研修者の課題を踏まえた授業研究等を行い

授業における実践的指導力の向上を図る研修。 

課題研修 １日 

  生徒指導、学級経営、教育相談等について、研

修者の課題を踏まえた講義・演習等を行い、実践

的指導力の向上を図る研修。 

（研修日数 計４日） 

 

 

 

 

 

 
 

 

５ 県教育センターにおける研修 （年間２日） 

（１） 全体研修Ⅰ   

〇 幼稚部・小学部、中学部・高等部別で行う。 

  ① 期日：【幼稚部・小学部】  令和５年６月２８日（水） 

       【中学部・高等部】  令和５年６月２９日（木） 

  ② 会場：県教育センター 

  ③ 日程と内容 

日   時 研  修  内  容 方法 講  師 

６ 

月 

28 

日 

(水) 

・ 

29 

日 

(木) 

9:30～ 9:50 受 付   

9:50～10:00 諸連絡※   

10:00～10:30 開講式・オリエンテーション※   

10:35～11:20
 
教育公務員の服務※ 講義

演習 
県教育庁教職員課

管理主事 

11:30～11:50
 確かな学力の育成について※ 

～確かな学力とは～ 講義
 県教育センター 
指導主事 

12:50～14:40
 子供の学びを支援する教材教具の工夫

について 

講義 

演習 
特別支援学校教員 

14:55～16:20
 
生徒指導における諸課題について※ 

講義 

演習 

県教育センター 
指導主事 

16:20～16:30 アンケートの回答・諸連絡※   

【幼稚部・小学部】（※印は小学校・義務教育学校Ｂグループと合同で実施） 

【中学部・高等部】（※印は中学校・義務教育学校と合同で実施） 

 

（２） 全体研修Ⅱ   

〇 幼稚部・小学部・中学部・高等部合同で行う。 

  ① 期日：令和５年１０月１８日（水） 
  ② 会場：県教育センター 

  ③ 日程と内容 

日   時 研   修   内   容 方法 講  師 

10 

月 

18 

日 

(水) 

9:30～ 9:50 受  付   

10:00～10:10 オリエンテーション   

10:10～10:40
 
特別支援学校における授業の充実 講義

 県教育センター 

指導主事 

10:45～12:30
 授業研究①② 

（実践発表・研究協議） 

研究 

協議 

特別支援学校教員 

県教育センター 

指導主事 

13:30～15:45
 授業研究③④ 

（実践発表・研究協議） 

研究 

協議 

特別支援学校教員 

県教育センター 

指導主事 

15:50～16:20 
授業研究のまとめ 

研修全体に対する指導 
 

県教育センター 

特別支援教育課長 

指導主事 

16:20～16:30 閉講式・アンケートの回答・諸連絡   
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令和５年度山形県特別支援学校教職５年経験者研修の概要 

 

１ 目 的 

  教職経験５年を経過した公立学校教員を対象として、教員として必要な使命感と教

育観の深化を図るとともに、専門的な知識と技能を高め、教員としての資質と実践的指

導力の向上を図る。 

 

２  主  催     

山形県教育委員会 

 

３  対象者 

（１） 令和５年４月１日現在、県内又は県外の国・公立及び私立学校（中等教育学    

校、幼稚園を含む。）において、教諭としての在職期間が５年（臨時的及び期限    

付任用期間を除く。）を経過した者で、山形県公立特別支援学校の教諭とする。 

（助教諭を含む。ただし養護教諭・栄養教諭は除く。） 

（２） 令和４年度までの研修対象者で、事情により本研修を実施しなかった者とする。 

（助教諭を含む。ただし養護教諭・栄養教諭は除く。） 

 

４  研修の内容・日数等 

研 修 区 分 日数 研  修  内  容 

校

外

研

修
 

県教育セン

ターにおけ

る研修 

全体研修Ⅰ
 

１日 

 本研修に関するオリエンテーション。 

 教育への使命感と教育理念についての研修。 

 教科及び領域、教育課題等について、教員とし

ての専門的な知識や技能の向上を図る研修。 

全体研修Ⅱ
 

１日
  授業づくりについての理解を深め、実践的指

導力の向上を図る研修。 

校

内

研

修 

所属校にお

ける研修 

授業研修
 

１日
 

  各教科、特別の教科 道徳、特別活動、外国語

活動、総合的な学習の時間、自立活動等につい

て、研修者の課題を踏まえた授業研究等を行い

授業における実践的指導力の向上を図る研修。 

課題研修 １日 

  生徒指導、学級経営、教育相談等について、研

修者の課題を踏まえた講義・演習等を行い、実践

的指導力の向上を図る研修。 

（研修日数 計４日） 

 

 

 

 

 

 
 

 

５ 県教育センターにおける研修 （年間２日） 

（１） 全体研修Ⅰ   

〇 幼稚部・小学部、中学部・高等部別で行う。 

  ① 期日：【幼稚部・小学部】  令和５年６月２８日（水） 

       【中学部・高等部】  令和５年６月２９日（木） 

  ② 会場：県教育センター 

  ③ 日程と内容 

日   時 研  修  内  容 方法 講  師 

６ 

月 

28 

日 

(水) 

・ 

29 

日 

(木) 

9:30～ 9:50 受 付   

9:50～10:00 諸連絡※   

10:00～10:30 開講式・オリエンテーション※   

10:35～11:20
 
教育公務員の服務※ 講義

演習 
県教育庁教職員課

管理主事 

11:30～11:50
 確かな学力の育成について※ 

～確かな学力とは～ 講義
 県教育センター 
指導主事 

12:50～14:40
 子供の学びを支援する教材教具の工夫

について 

講義 

演習 
特別支援学校教員 

14:55～16:20
 
生徒指導における諸課題について※ 

講義 

演習 

県教育センター 
指導主事 

16:20～16:30 アンケートの回答・諸連絡※   

【幼稚部・小学部】（※印は小学校・義務教育学校Ｂグループと合同で実施） 

【中学部・高等部】（※印は中学校・義務教育学校と合同で実施） 

 

（２） 全体研修Ⅱ   

〇 幼稚部・小学部・中学部・高等部合同で行う。 

  ① 期日：令和５年１０月１８日（水） 
  ② 会場：県教育センター 

  ③ 日程と内容 

日   時 研   修   内   容 方法 講  師 

10 

月 

18 

日 

(水) 

9:30～ 9:50 受  付   

10:00～10:10 オリエンテーション   

10:10～10:40
 
特別支援学校における授業の充実 講義

 県教育センター 

指導主事 

10:45～12:30
 授業研究①② 

（実践発表・研究協議） 

研究 

協議 

特別支援学校教員 

県教育センター 

指導主事 

13:30～15:45
 授業研究③④ 

（実践発表・研究協議） 

研究 

協議 

特別支援学校教員 

県教育センター 

指導主事 

15:50～16:20 
授業研究のまとめ 

研修全体に対する指導 
 

県教育センター 

特別支援教育課長 

指導主事 

16:20～16:30 閉講式・アンケートの回答・諸連絡   
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・  「校内研修」の「授業研修」で実践した授業について、学習指導案及び授業の映像

等を使用して授業研究（実践発表・研究協議）を行う。人数に応じて小グループを

編成する。 
・   研修者の人数によって、時間の設定を変更する場合がある。詳細については、全体

研修Ⅱの通知による。 
 

６ 所属校における研修 （年間２日） 

  研修の期日は、６月から翌年１月までを原則とし、以下の（１）、（２）の研修をそ

れぞ れ１日実施する。 

（１） 授業研修 

    各教科、特別の教科 道徳、外国語活動(小)、総合的な学習の時間、特別活動、自

立活動等の中から、研修者の課題に基づく内容を選択し、授業研究等の研修を行う。 

（２） 課題研修 

    生徒指導、学級経営、教育相談等から、研修者の課題に基づく内容を選択し、講義

や演習等の研修を行う。 

 

７ 提出書類 

  校長は、研修対象に関わる名簿、実施報告書を提出するものとする。 

（１） 研修対象に関わる名簿について 

 

（２） 実施報告書について 

・実施報告書（様式３－１）は、校長の指導・助言の下に、研修者が作成し、提出

するものとする。 
・課題研修で、研修会等に参加して研修を行った場合は、「研修内容」の欄に、研

修会等の名称や講師名等を具体的に記載すること。 

※ 各書類の作成に当たっては、山形県教育センターの Web ページにある様式を活

用すること。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

提出書類 様式 提出先 提出期限 
研修対象に関わる

名簿 
様式１－１ 
様式５ 県教育センター所長 令和５年２月２４日（金） 

提出書類 様式 提出先 提出期限 

実施報告書 様式３－１ 
様式９ 県教育センター所長 令和６年２月 １日（木） 
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